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第５回 船橋市屋外広告物審議会 議事録 

 

日時  平成２７年６月１５日（月） 午後２時～午後３時３０分 

場所  船橋市職員研修所５階５０２研修室 

 

 

【１．開会】 

 事務局より開会の挨拶 

 

（会長） 

 皆様、たいへん今日はお暑い中、お忙しい中お集まりいただきありがとうございました。 

 これから次第に沿って議事を進めさせていただきます。議事に先立ちまして議事録の署

名人を選任させていただきたいと思います。お二方にお願いするのですが前回から委員名

簿の順にというようなことでございますが、大分経つのでもうお忘れかとは思うのですが

Ｇ委員とＨ委員、順番ということでお願いしたいと思うのですがよろしいでしょうか。そ

れでは議事録の確認、署名をお願いいたします。 

それでは次第に沿って進めさせていただきます。本日の議事は諮問が１件と報告が１件

になっています。それではまずは議事の１、議案第１号船橋市屋外広告物条例第１７条に

基づく特例許可について、事務局から説明お願いします。 

 

 

【２．議事 ―１．船橋市屋外広告物条例第１７条特例許可について（諮問）】 

 

（事務局） 

 事務局より説明 

 

（会長） 

 それではただいまご説明いただきました内容についてご質問、ご意見等お願いしたいと

思います。いかがでしょうか。 

 

（Ａ委員） 

 船橋駅前商店会というのはどの範囲になるのでしょうか。エリアというか。 

 

（事務局） 

 船橋駅前から駅前通りを南口に行きまして、本町通りとの交差点までの区間が船橋駅前

商店会のエリアとなります。 
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（Ａ委員） 

 その通り沿いだけですか。 

 

（事務局） 

 船橋駅前商店会はその範囲になります。 

 

（Ａ委員） 

 例えば、商店会というのはそれ以外にもいくつもあるんじゃないですか。 

 

（事務局） 

 そうですね。例えば本町通りですと本町通り商店会というのがまた別にございます。 

 本町通りについては禁止地域になっていませんので、許可申請を出していただければ許

可出せます。あくまでも今回は駅前のメインのところだけが駅前広場ということで、一忚

禁止地域ということで規定されていますのでそちらについては今の段階では許可申請され

ても許可ができないということの位置付けになっていますので、その部分だけが特例の許

可で出したいということで今考えていますので、その辺で内容的な部分とかも判断してい

きたい、意見を聞きたいということです。 

 

（会長） 

 よろしいでしょうか。今、駅前商店会の範囲ということでこの広場を含むエリアという

ことなのですが他の商店会から例えばこの駅前のような公共性の高い空間にフラッグを出

したいというような申請は考えられないのでしょうか。 

 

（事務局） 

 船橋駅前商店会はこちらの駅前広場の図、右下に南に行く道路があります、こちらと一

体となっている商店会ですのでそのエリアの範囲内に駅前広場があるために今回特例許可

の要望がありました。 

 

（会長） 

 じゃあ、全く違った商店会から駅前にフラッグ出したいなんていう話はない、考えられ

ないでしょうか。 

 

（事務局） 

 おそらくないと思います。 
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（会長） 

 独占的な状況になるかと思いますが。ちょっとそこは確認、他にいかがでしょうか。 

 

（Ｆ委員） 

 質問と確認をさせてもらいたいんですけど、出てくる前に尐し条例なり読んでくればよ

ろしかったんですけど、この審議会の役割としてどこまでをまとめさせていただく要件と

させていけばよろしいのでしょうか。あくまでここで載ってます諮問というかたちでよろ

しいでしょうか。 

 

（会長） 

いかがでしょうか。 

 

（事務局） 

 船橋市屋外広告物条例第１７条の内容になりますが、市長が特に必要があると認めると

きは特例の許可を適用することができるというものがございます。ここで条件が２つあり

まして、先ほど説明いたしました条例１７条の３点の要件を満たす場合。それにつきまし

ては、４ページのこちらの１、２、３の３点を満たすこと。ここは１つ条件になります。

もう一つの条件といたしまして、船橋市屋外広告物条例第３２条に書いてあるのですが船

橋市屋外広告物審議会の意見を聞いて承認された場合、その時に特例の許可が認められる

ということになりますので、今回屋外広告物審議会の方に諮問をお願いしているところで

ございます。 

 

（Ｆ委員） 

 要するにここで承認を得るということですか。 

 

（事務局） 

 はい、そうです。 

 

（Ｆ委員） 

 １点目は分かりました。２点目として、先ほど、どういうものが実際に広告物としてな

るかというのは想定だけで言われているのですか。具体的にこういうのが出ました、こう

いうのが出ましたという一件一件の、いわゆる審査というか審議をする必要はないという

ことで、おおむねこういう範囲のものであればここでの承認をとって、あとは事務的にい

わゆる許可の庶務をしていくということでよろしいのでしょうか。 

 

（事務局） 



5 

 

 そのようになります。 

 

（Ｆ委員） 

 その際にですね、そうするとその許可の形というのは今回申請者が駅前商店会が申請者 

で、許可の期限とかそういったものっていうのはどういったかたちになるのでしょうか。 

 

（事務局） 

 屋外広告物条例で電柱類利用広告の許可期間が１年となっておりますので、１つのもの

について最長１年間許可を出すことが可能です。またこちら表示しておりますけど、こち

ら過去に駅前通りで設置したことのあるフラッグのかたち。こういったものを基本に考え

ているというふうに聞いております。 

 

（Ｆ委員） 

 繰り返しになってしまうんですけど、例えば最初の許可が今日審議会ございますので承

認を経て例えば９月１日から許可ということになったときは、そこから１年間、その中に

例えば迎春というのがあったりするかもしれませんし、ウィンターフェア、フェアとあっ

たらまずいのかもしれませんけれども、そういったものがそれぞれ季節で変わってくるも

のもあるんですけれど、その１件１件許可をするのではなくて１年間の許可の中で取り換

えはどんどん行われていくというふうに考えてよろしいですか。 

 

（事務局） 

 はい、そうですね。申請は本来変わるたびに出していただくのですが、今回特例の許可

を受けるということで１年分をこの時期からこの時期まではこういったものを表示する、

そういったものをまとめて出してもらうことも可能だというふうに考えております。 

 

（Ｆ委員） 

 分かりました。 

 

（会長） 

 よろしいでしょうか。他、いかがでしょうか。 

 先ほど商店会の名称までにするのか、商店会でというところも許可の範囲にするのかと

いうようなところで尐し意見を聞きたいというようなことがありました。そのあたりいか

がでしょうか。真ん中のところをオーケーにするのか、あるいは名称で一番左のみにする

のか、というようなところかと思いますが。 

 字の大きさとか、そのあたりの扱いによっても印象変わってくるので難しいところかと

は思うのですが。 
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 先ほどの事務局の説明では１番左は問題ないだろうと。季節を表すものと商店会名称と

いうことで、１番右側は商店会の利益に関係するような表示になるのでバツにしよう。ち

ょうど真ん中は主たるものが季節を表現するので、付随するものはいいんじゃないかとす

るのかこれもダメにするのかというところなのかと思うのですがいかがでしょうか。なか

なか判断難しいところではあると思うんですけど。 

 

（Ｂ委員） 

 駅前広場だけが今までできないところでしたよね。他の地域のところでは許可をとれば

あのようなものをぶら下げられるわけですよね。特例にしなくても。そういうところは皆

さんどういうふうに書いてらっしゃるのでしょうか。やっぱり何々でというふうになって

いるんでしょうか。それとも商店会の名前だけ入っているんでしょうか。宮下通り商店会

とか、本町通り商店会とか、それだけでしょうか。 

 

 

（事務局） 

今回諮問しているところが禁止地域の特例許可ということで、公共性というところが問

われるんですね。それで今回諮問させていただいているんですが、この禁止地域以外の場

所であれば、通常の許可申請であれば、お買い物はとか商店会の名前だとか言葉について

の制限はございませんので、通常に申請していただければ許可をすることが可能になりま

す。 

 

（会長） 

 元々禁止されているところに特例で許可をするというようなことですので、より公共性

が問われる、というようなことになろうかと思います。 

 

（Ｇ委員） 

 ちょっともとに戻ってしまって申し訳ございません。ステンレス製フラッグバーがあり

ますよね、これはどなたの持ち物になるんでしょう。 

 

（事務局） 

 ７ページに街灯柱の写真がございますが、駅前広場のものは船橋市が管理している街灯

柱になります。 

 

（Ｇ委員） 

 フラッグバーについても船橋市の持ち物。 
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（事務局） 

 はい。ですので屋外広告物の許可申請の他に、別途道路占用許可申請が必要になります。 

 

（Ｇ委員） 

 船橋市の持ち物をお借りするというかたち。 

 

（事務局） 

 駅前広場はそうです。 

 

（Ｇ委員） 

それと、もう１つ、２つ申し上げます。例えばこの船橋市駅前商店会さんだけではなく

て、例えば船橋警察署さんとか東警察署さんとかで春の交通安全運動とかそういうものに

適用することっていうのは考えられないのでしょうか。それに対する申請にはどう考えら

れているのでしょうか。 

 

（事務局） 

 それは屋外広告物条例の第１３条に適用除外という項目がございます。そこには、国、

または地方公共団体が公共的目的をもって表示し、または設置する広告物というものがご

ざいまして、国及び県、市が出すものについては適用除外ということで申請そのものが不

要になります。 

 

（Ｇ委員） 

 例えばこれを１年間申請した場合に、１年間の許可を出すとその１年間使えなくなるわ

けですよね。我々は看板組合で今年キャンペーンやりますとか、交通安全週間ですよとか

バス会社さんとか、そういうのあったらしたいとかって言った場合はどういうふうな形で

間に入れこもうかということになりますかね。 

 

（事務局） 

 こちらにつける占用を認めるのが道路管理者、船橋市でいえば道路管理課になりますの

でそちらの方の判断になります。 

 

（Ｇ委員） 

 ということは途中で割り込むこともできると。 

 

（事務局） 

 それは計画的に考えているものがあればそういったものは事前に相談して、いついつの
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時期は使いたいといったような相談は可能かと思われます。 

 

（Ｇ委員） 

 その時期はある程度、全体に示すようなホームページでもいいですけども、そういう対

策は考えている？ 

 

（事務局） 

 そこは道路管理者の話なので、うちは屋外広告物の担当なのでそこまではタッチしてお

りません。 

 

（Ｇ委員） 

我々の業界で今般、全国的に色彩、色に関することがものすごく話題になりまして、ま

してや禁止広告物地域というのは、非常にこの色彩に関することが全国的に問題になって

いるのですが、その点はどういうふうに、この真っ赤な色は使ってはいけないとか、そう

いう考えとか公共看板として問われるかと思うのですが。我々の業界として非常に難しい

問題となっておりまして。 

 

（会長） 

 そうですね。いかがでしょうか。 

 先ほど例で上がってきたものの中にも派手なものがあったような。そういうデザインに

ついては、どういうふうな考え方をしたらよいのかというようなことかと思いますが。 

 

（事務局） 

 特例の許可の１７条、こちらはレジュメの４ページにございますが、（３）で良好な景観

の形成又は風致の向上に資するものであるということで、一忚この範囲で考えていただけ

ればと思います。 

 

（会長） 

 明確な基準でないだけにちょっと難しい。 

 

（Ｇ委員） 

 設置者側のモラルに合わせるというようなことでしょう。 

 

（会長） 

 そういうようなことでしょう。 
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（Ｇ委員） 

 制作側の提案に基づく。 

 

（会長） 

 いかがでしょうか、そのあたり。 

 設置者側がこの１７条３項の範囲でというようなことで。 

 

（事務局） 

 設置者側の方で考えていただいて、これは特例の許可の諮問の範囲になりますので、本

当はものを出していただいて、それが適切かどうか委員の皆様の意見を聞いて諮問してい

ただく、そういった形になります。 

 

（会長） 

 よろしいでしょうか。 

 

（Ｇ委員） 

 改めて基準は設けないということになりますかね。 

 

（会長） 

 ここで議論した内容で設置者にこういう範囲でということをお伝えすることにはなろう

かと思うのですが、ただ１つ１つ審査するというわけではないので、そこのところがやっ

ぱり気になるということかと思います。 

 もし万一、ここにふさわしくないんじゃないかというものが掲出されてしまった場合に

はなにか、設置者に要望を出すようなことはできるのでしょうか。 

 

（事務局） 

そうですね。こちらの方で見させていただいた中でまた判断したいと思います。 

 

（会長） 

 ある程度、運用上そういうものも可能だと。 

 

（事務局） 

 それとあと１つなんですけど、直接、特例の許可の基準ではないんですけど、１３条の

適用除外のある程度の基準がございまして、その中で施行規則の１ページ目になるんです

が、そこの第５条の適用除外の基準ということで特例のところには直接かかってこないん

ですけど適用除外にもいろいろなものがございます。その中でですね、「地色に黒、原色、
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又は蛍光色等を使用したことにより、良好な景観又は風致を害し、又は交通の安全を妨げ

るものでないこと。ただし、登録商標については、この限りでない。」と、こういううたい

文句もございますので過去にはこういった例を挙げてですね、お願いしたケースは過去に

はございます。 

 

（会長） 

 はい。よろしいでしょうか、それで。他、いかがでしょうか。 

 

（Ａ委員） 

 そもそもこの地域がですね、ここが禁止地域になった、何か理由ってあるんですか。 

 

（事務局） 

 はい、この場所が禁止地域になった理由ですね、元々船橋市につきましては千葉県屋外

広告物条例を適用しておりました。平成１５年４月に船橋市が中核市になったことに伴い

まして船橋市屋外広告物条例を新規につくりました。そこで人通りの多い場所になります

ので良好な景観形成の観点により禁止されておりますが、最近では地域振興の活性化や広

告物の掲出の多様化により、掲出の場が広がっておりますので今回改正を検討していると

ころでございます。 

 あと、条例をつくるときなんですけど、当然他市の条例を参考にしたりしているのです

が、当時の担当者に聞いたところの話なのですが、船橋につきまして厳しめに条例を定め

たと。そういった形で駅前広場も禁止地域に含めたと、そういったような話も聞いており

ます。 

 

（Ａ委員） 

 そうすると、今の話を聞いていますと、特にここを禁止地域にした理由っていうのまで

よく分からないんですけど。 

 

（事務局） 

 そうですね、千葉県内でいいますと千葉県内で駅前広場を禁止地域にしているのは船橋

市だけであります。また、千葉市につきましては駅前広場すべてが禁止ではなくて、特に

市長が指定した場所のみ禁止地域に指定する、そういったようなかたちの条例をとってい

るところもあります。千葉市につきましては千葉駅東口の駅前広場、こちらが告示で指定

された禁止地域となっております。そういった例もございます。 

 ですので県内で駅前広場で禁止されているのは船橋市内の駅前広場全てと、あと千葉駅

東口の駅前広場だけが対象になっております。 
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（Ａ委員） 

 ですからそこを禁止にした理由なんですけど。なってるのは分かったんですけど。ここ

が船橋市の駅前で玄関口ですから、誰のものではないからそういうものは馴染まないとい

う発想だったのかなって勝手に想像するんですけど。 

 

（事務局） 

 船橋駅前だったらそのような想像もできるのですが、全部の駅前広場を禁止にしており

ますので、駅前広場につきましてはそういった広告物の掲出は好ましくないと。そういっ

た判断が当時あったと思います。 

 

（会長） 

条例を見ると、河川、海浜、港湾と並んで駅前広場になってますので、それと同様な公

共性が高いというふうな位置付けかというふうに推測するんですけど。その条例の制定の

ときはそういう趣旨だったということでございますかね。 

 

（事務局） 

 そうなると思います。これは議事２の方になるのですが、そういった駅前広場、千葉県

内で船橋だけが特に厳しいところ、そういったところも含めて条例改正を検討している、

そういったところでございます。 

 

（会長） 

ということで、尐し今の状況を踏まえると条例が尐し変わってきたんじゃないかという

ようなことで条例の改正も検討されているということが次の議題になるんですけれど、ま

ずは条例改正前に許可の申請があったので特例許可の方っていうのが今の議題でございま

す。経過的な措置のようなところかと思いますが、いかがでしょうか。 

 先ほど１点、設置者名までにするのか、商店会へもいいにするのかのところがまだちょ

っとここで意見を聞いていた途中だったんですけれどもいかがでしょうかね。 

 

（Ｆ委員） 

 このいわゆる審議案件の後に条例改正の話があると、先ほどからおっしゃられているん

ですけど、その内容として例えばその禁止地域ではやってはいけないことに対する緩和措

置みたいなものっていうのは意図しているのでしょうか。そこにつながっていくのでしょ

うか。 

 

（事務局） 

次の議題になりますけど、この禁止地域の駅前広場、これは禁止地域から削除するとい
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う考えを持っております。 

 

（Ｆ委員） 

 ということは例えば今会長の方からもあって、その設置者の名前までにするのか、お買

い物はいれるのか、そもそもこの後条例改正で禁止地域ではなくなってしまったというこ

とになってくると、もうその議論っていうのはその時点からあとは不要になってくるんで

すよね。 

 

（事務局） 

 禁止地域から外れれば通常の許可申請になりますので、今回議論していただいておりま

す公共性を有するもの、これが適用されなくなりますので、掲出する内容については特に

縛られることはなくなります。   

 

（会長） 

 というようなことでございます。 

 

（事務局） 

仮に許可地域になっても道路占用の関係がございますので、その辺で道路占用が取れる

ものかということになってくると思いますね。屋外広告で許可できるものであっても、占

用の方でそれちょっとおかしいでしょということではそこでストップかかりますので、な

にがなんでも全部出せるようなことではありませんので、その辺は歯止めがかかっている、

その辺は大丈夫だと考えております。 

 

（Ｆ委員） 

それではですけれども、今のお話を聞いたのであえて言わせていただければ、今後その

条例改正については市議会でも当然審議をされていくわけですよね。その段階において、

もうすでになし崩し的にそのお買い物はどこどこでみたいな感じはもう書かれているんだ

からっていう説明をされていくのか、いや、今までは厳しくきちんとやってきているんで

す、ただそれでは時代に合わなくなってきている、あるいは市の方針としてこうだからに

もかかってくると思うんですが、ここは私の個人的見解ですけど、そういう審議をこれか

ら用意されるのであれば、今までは厳しくやっていますという方が良さそうな気がいたし

ます。 

 

（事務局） 

実際のところ駅前広場を条例を改正して禁止地域から削除しようっていうのは、次の話

になるんですけど、船橋市の政策として駅前にデジタルサイネージをつけようとそういっ
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た計画を今進めております。そこで流すものが行政情報とか観光情報になるんですが、今

のご時世、そういったものに対して維持管理費というものが非常にかかりますので、商業

広告を入れた中でそういうものを整備していきたい、そこで支障となるのが禁止地域とし

ての駅前広場になりますのでそういった観点から駅前広場を禁止地域から削除したいと、

そういったようなことで検討しております。ですので今回、議事１で議論いただいている

こちらについては特にきっかけとはなってはございません。 

 

（会長） 

これとは別だと。またそちらの方は今度は費用を捻出するために商業広告も認めるとい

うようなちょっと観点が変わってくるようなところもありそうです。 

どうでしょうか。 

今のＦ委員のご意見では、今の段階ではある程度商業意図のものは厳格に運用するとい

うことで、一番左までにとどめておいた方がいいんじゃないかというようなことでござい

ますね。 

 

（Ｆ委員） 

 そうですね。 

 

（会長） 

 いかがでしょうか。 

 先ほども言ったように真ん中あたりだと字の大きさとかデザインとかそのあたりでもか

なり印象が変わって、その客観的にどこまでっていうのが難しいような部分もあるので、

一番左までっていうのが一番ラインが引きやすいかなという感じはします。いかがですか。 

 

（Ａ委員） 

 私の意見としてはですね、今会長もおっしゃっていたんで一番左じゃないかなと思うん

ですけど。さっき、禁止になった理由の問い合わせをしていたのもですね、ここ特に公共

性が高いところだから、そこで特定の商店会なりの買い物を誘導するような内容はふさわ

しくないんではないかなというふうに個人的には思うんですよね。だからそこがちょっと

外れれば商店会なので、そこからは何を誘導するような内容でもいいかと思うんですけど、

恐らく駅前についてはさっきもちょっと言いましたけど、船橋の玄関口なので公共性をよ

り重視するという意味では一番左ではないかなというふうに思います。名前についてはそ

の設置者という意味で名前を載せるということなんですかね。ということにとどめて、ど

こどこでという、「で」が一つが入るだけでそこでお買い物をしましょうということになっ

てしまうので、というふうに印象を受けるので。 
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（事務局） 

そうですね、はい、一番左は季節に関する事項と設置者名、こちらであればうちで判断

しますと商業的要素がないと考えられるのでこちらであれば公共性の範囲の中で収まって

いると思っております。 

  

（会長） 

季節に関するものとか、例えば交通安全とかそういう公共性の高い内容を掲出して、そ

れを誰が掲出したかというようなというようなところで設置者名というのが一番左かと思

いますので、商店会への誘導というような意図はないというところでははっきりするんじ

ゃないかなというところですけどいかがでしょうか。駅前ですから、他の商店会も来てほ

しいというところなのでやっぱり特定の商店会へというような内容はふさわしくないとい

う意見が多そうですが。そんな運用でいかがでしょうかね。 

 

（Ｂ委員） 

 私は左で賛成です。 

 

（会長） 

 一番左ですね。 

 

（Ｂ委員） 

 はい。 

 

（事務局） 

 本市といたしましても特例許可というのが今回初めて審議させていただくものですので、

今回ラインをつけることにより、また今後もし特例許可が出た場合、そういった今回の判

断基準を基に公共性を判断できるので、そういったかたちで審議していただければこちら

といたしましても非常にありがたいと思います。 

 

（会長） 

 それでは特に緩和した方がいいというようなご意見も出てないので、この審議会では一

番左側のラインでとめておいて良いんじゃないかというような意見だったということでよ

ろしいでしょうかね。これについては、他、いかがでしょうか。 

 特にご意見、ご質問ないようでしたらこの諮問の案件についてお諮りしたいと思います

がよろしいでしょうか。 

 それでは原案のとおり、この点については今審議した内容ということで許可するという

ような、この諮問についての採決ということでよろしいでしょうか。特にご異論なければ、
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特に挙手とか、ご異論どなたもないようでしたらこれで採決ということにしたいと思いま

すがよろしいでしょか。 

 それでは原案どおり承認されたということにさせていただきたいと思います。 

 それでは議事の２番、船橋市屋外広告物条例改正の検討について、報告をお願いいたし

ます。事務局から説明をお願いします。 

 

【２．議事 －２．船橋市屋外広告物条例改正の検討について（報告）】 

 

（事務局） 

 事務局より報告 

 

（会長） 

それではただいまご説明いただきました内容についてご質問、ご意見等お願いいたしま

す。 

 

（Ｂ委員） 

 船橋駅南口に設置予定のデジタルサイネージっていうのは、いつを目安に予定している

のでしょうか。 

 

（事務局） 

 こちらにつきましては平成２６年度３月の補正予算で予算を取りまして２７年度中、来

年の３月までに設置する予定で考えております。設置場所につきましてはペデストリアン

デッキとか船橋駅南口のスクランブル交差点とか、そちらの方に写真を挙げさせておりま

すが、予算の関係もございまして、まだどこにどれだけ設置するかっていうところまでは

検討中で最終的なものはでておりません。 

 

（Ｂ委員） 

 それに対して商業広告を載せるみたいなことをおっしゃっていましたが、それの募集み

たいなのは募るんでしょうか。 

 

（事務局） 

 それにつきましては、今後の課題ですけど、そちらのデジタルサイネージのコンテンツ

につきましては、今後市役所の庁内でプロジェクトチームをつくりまして、今後検討して

いくことになっております。 

 

（Ｂ委員） 



16 

 

はい、ありがとうございます。 

 

（会長） 

 他、いかがでしょうか。 

 

（Ｇ委員） 

 今のデジタルサイネージなんですけど、今木更津市でデジタルサイネージを北口と南口

のターミナルで７基置かせてもらって、管理維持その他やらせてもらっているんですけど、

そういうような計画っていうのはまだ、プロジェクトチームが発足していないから何も素

案もできていないっていうことですかね。 

 

（事務局） 

 デジタルサイネージの設置につきましては、予算を付けておりますので設置することは

決まっております。ただ、どこにどれだけ設置されるっていうのはまだ決まっておりませ

ん。また、設置につきましては、建築課の方が担当になりますが、そちらの方で検討して

いるところです。 

 

（Ｇ委員） 

 具体的にまだどこにどうっていう、発注先も含め、デザイン、素案、その他はゼロベー

ス状態、予算取りが取れたっていう段階ですかね。 

 

（事務局） 

 そうですね。予算が付きましたので、それで検討しているところです。 

 

（会長） 

 はい、よろしいでしょうか。他、いかがでしょうか。 

 

（Ｇ委員） 

 バス停留所の上屋の設置の促進なんですけど、これはものすごくいいことだとは思うん

ですけど、この写真のやつですね。広告をとってその広告で維持管理をするというのはい

いと思うのですが、歩行者に対する保険とかですね、もし転倒事故だとか、そういうもの

が起きた場合の対処だとかそういったものは考えているのでしょうか。 

 

（事務局） 

 うちはあくまで屋外広告物に対して許可を与える権限しか持ってませんので、そこらへ

んの細かいところまではうちは存じておりません。歩行者への影響があるということで、
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上屋を設置したことによって歩道の有効幅員が最低２メートル以上確保されるということ

が条件となっております。 

 

（Ｇ委員） 

というと、広告が出ている部分は使えないんですよね、有効２メートルしかないところ

にあれを建てるとなると。 

 

（事務局） 

広告を付けたことによって、歩道の有効幅員が２メートル以上さらに確保できること、

ですから実際には４メートルとか５メートルとかそれぐらいの幅がないと難しい。 

 

（Ｇ委員） 

 船橋市内に５メートルの幅の歩道はあるんですか。 

 

（事務局） 

 あまりないです。あと、船橋市内で今、上屋をつくっているのはやっぱり上だけですか

ね、上とあとベンチだけが多いですね。市道の部分ですと道路サイドの方で設置、ですか

ら今市の持ち物になりますので保険も多分道路管理者の方で入っているのだと思います。 

 

（Ｇ委員） 

 国県道の方にも関連してきますよね。 

 

（事務局） 

国県道であれば占有許可ということになります。占有許可の部分については、バス事業

者の方が設置したいということを担当課から伺っています。市がやる部分は市がやる、国

県道についてはバス事業者の方で許可を取ってそれに対して市の方で補助をするというか

たちになります。 

 

（Ｇ委員） 

 補助が出るということですね。 

 

（事務局） 

 今しがたお話がありましたけど、これ一例として一番ある意味広告をよく載せている例

としてなっておりますけれども、今お話しされたとおり船橋市におけるバス停留所ではな

かなかここまで広告を掲示できる場所はないと思います。ただ、なかなか維持管理費を取

れない、維持管理費がかかるだろうという中で、それを屋外広告物を設けてその収入を得



18 

 

ることで維持管理費に充てるというのが、一つ考え方としてあるのではないのかというこ

とを私たちの方も、バス事業者と調整している中で提案させていただいているので、それ

が可能なように条例上は措置しておく必要があるだろうということで今回意見の一項目に

入れているということです。 

 

（Ｇ委員） 

 こういうかたちにとらわれず、違うかたちで例えば民間企業が、我々みたいな業者が、

こういうかたちはどうですかって言ったときに検討になるということ。 

 

（事務局） 

 それはあると思います。 

 

（Ｇ委員） 

 それは可能であると。先ほどのデジタルサイネージにしても。 

 

（事務局） 

 あとはバス停の上屋ですと、ある程度運転士さんから見えない範囲というのがあって 

表示できる部分が限られてしまいますので、ちょっとその辺は難しい部分もあろうかと思

うんですけど。 

 

（Ｇ委員） 

建築基準法に相当引っかかるんじゃないかと思うんですけど。 

 

（事務局） 

そうですね、確認も取らないといけないようなことが。ですからうちだけではなく道路

関係や確認関係も必要かと思いますし、それはそれでクリアになると思います。 

 

（Ｇ委員） 

 わかりました。 

 

（会長） 

 他、いかがでしょうか。 

 

（Ｉ委員） 

 市民委員というこで、非常にラフな感覚だけで申しますけど、例えば船橋市のホームペ

ージを見ると、バナー広告がいっぱいありますね、それから、市の便利帳ですか数年前か
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ら民間のお金で船橋市は一銭も出さずにですね、配布されていると。中の広告を見ますと、

色関係はいいとしても何とか探偵とかですね、市民感覚で言いますとおやっていうのが中

にあるようなんですよね。今回もガイドブック、広報で無料で配布されるということでさ

っそく昨日一部手に入れまして見ましたけれども、情報誌が主導でですね、飲食店からい

ろいろなところをまわってあれは完全に市の広報で出すべきものじゃないというふうに私

は思ったんですけどね、そのようにどんどん民間がですね、デジタルサイネージ含めて広

告出すと。なんとなくですね、どこかで歯止めをしたいなっていう気持ちを持っているん

ですよね。例えばどこかの球場とかなんでもかんでも冠つけてますよね。感覚的にものを

言って申し訳ないんですけれど、どこかで歯止めをしないと、というような気持ちをもっ

ていまして、今この条例改正のきっかけを聞きますとそれもなかなか大義名分でこういう

ことになっちゃってるっていうのは、何度も繰り返しますけれども条例規則で認められる

とは思うんですけど、なにか感覚的なもので止めていただけないかなという気はするんで

すね。 

 

（事務局） 

 それにつきましては船橋市で広告掲載基準というものを持っていまして、あくまでも何

でもいいというわけではなくてある程度の範囲を決めた中でその広告掲載を認めていると

いう状況でございます。今回、今後設置されるデジタルサイネージに流すもの、これも今

度庁内でプロジェクトチームをつくって検討していくことになりますけど、当然そういっ

た掲載基準をつくりまして、ここまでなら広告掲出して可能だろうと、そういったような

範囲をつけて今後運用していく予定ということで聞いております。 

 

（会長） 

 一忚基準はあるということですが、その基準をクリアしたものの中にもどうかなってい

うようなものがあるというようなご意見だったかと思います。 

 

（事務局） 

 都市計画課もたぶんそのメンバーに入ってますので、一忚今日のお話を聞いてですね、

また今度そういう委員会があったときは、私の方からもそういう意見がございましたよと

いうことでお話ししてみますので、よろしくお願いします。 

 

（会長） 

 ある程度運用の部分もあると思いますので、そういう市民の意見があるというようなこ

とをお伝えして今後運用の中で改善を図っていただくっていうことは必要かなと思います。

貴重なご意見ありがとうございました。 

他、いかがでしょうか。 
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（Ｂ委員） 

 条例改正のきっかけの一番下に景観重要建造物と樹木の追加指定とありますが、これは

もうリストアップされているものなのでしょうか。景観審議会委員にもなっていまして。 

 

（事務局） 

 そうですね、景観審議会でご審議していただいておりまして、審議会の委員であられる

のでご存知かとは思いますけど、船橋市のアンデルセン公園の風車を指定してからその後

４件の候補を挙げまして、４件のうち３件が断られましてとりあえず候補として１件残っ

ているのですが、また今後、景観重要建造物を指定するにあたりましてちょっと再検討し

たほうがいいということで我々も考えておりまして、次にどれを指定するということまで

はまだ申すことはできないのですが、今後指定に向けて検討していきたいというふうに考

えております。 

 

（Ｂ委員） 

 ありがとうございます。 

 

（会長） 

 他、いかがでしょうか。 

 

（Ｂ委員） 

 あとひとついいですか。あまり関わりがないかもしれないのですが、駅前にイルミネー

ションを年末年始やってらっしゃいますよね。あれはこちらの屋外広告物とは関わりがな

くおやりになっているのでしょうか。 

 

（事務局） 

 それにつきましては屋外広告物に該当しますので申請が必要です。 

 

（Ｂ委員） 

 そうすると、デジタルサイネージを掲示する場所とかぶるような感じがちらっと思った

んですけど、そんなことはないんでしょうかね。 

 

（事務局） 

 そうですね、今検討の対象になっているのがペデストリアンデッキの上になりますので、

そちらの方とはバッティングはしないということになります。 
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（Ｂ委員） 

 わかりました。 

 

（会長） 

 他、いかがでしょうか。この件についてはまた次回の審議会でも議題にあがるというこ

とで、もし今日ご質問できなかった点がございましたら、また後でということで、時間も

押していますので、あと一件報告があるということで、よろしいでしょうか。 

 それではもう一件ご報告をお願いします。 

 

【３．その他】 

 

（事務局） 

 事務局より報告 

 

（会長） 

 今の報告、なにかご質問ありますか。 

 特にないようでしたら議事を進めたいと思います。その他、事務局なにかありますでし

ょうか。 

 

（事務局） 

 事務局より事務連絡 

 

【４．閉会】 

  

（会長） 

 はい、ありがとうございました。それではちょうど予定していた時間になりました。こ

れで閉会させていただきたいと思います。皆様方、いろいろとご意見ありがとうございま

した。 

 


